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教育・サービス活動  
第 3回越中とやま Moodle ワークショップ実施報告 
 e ラーニングシステムMoodleは、日本においても多くの大学で利用されている。Moodle 2.3 では、直観的なユーザー・インターフェースの導入や新しい機能の追加が行われ、誰にでも使いやすいシステムに近づいてきた。そこで、新しい環境を体験しながらMoodleの機能の可能性について考えることを目指し、専門家を招いてワークショップを開催した。  主 催 富山大学総合情報基盤センター ワークショップ名 第 3 回越中とやまMoodleワークショップ 実施日時 平成 24 年 11 月 16 日（金） 会  場 富山大学総合情報基盤センター会議室 内  容 （第 1 部）「Moodle 2.管理超入門」10：00～11：30 鈴鹿工業高等専門学校機械工学科 白井 達也 （第 2 部）「Moodle 2.3の新しい機能」13：00～14：30 富山大学総合情報基盤センター 上木 佐季子 「テストやアンケートの質問の一括作成」14：50～15：30 富山大学総合情報基盤センター 牧野 久美 「Moodleのデータベースモジュールの応用」15：50～17：20 仁愛大学人間生活学部 篭谷 隆弘 
参加者数等 第 1 部 10 名 第 2 部 16 名   Moodleへの関心が高まっていることを反映してか、県外から多数の参加者があった。 第 1 部では、Moodleシステムの内部構造や重要度の高い設定項目に関する説明に加えて、プラグインの追加やソースの一部改造によりMoodleの機能や使い勝手を向上させる方法などについて具体的な解説があった。高度な内容も含まれていたが、「普段聞けない話を聞くことができて為になった。」という感想が寄せられた。 第 2 部では、3つのセッションが実施された。 (a) Moodle 2.3で導入されたドラッグ＆ドロップによる操作及び課題やブックなどの新しい機能の解説と実習 (b) 本センターで開発したツールを用いて、表計算シートを変換してテストやアンケートの質問を一括作成する方法の解説と実習 (c) データベース・モジュールの利用方法と応用についての解説と実習 
 内容が盛り沢山であったためか「セッションの最後の方の説明が速くて大変だった」という感想もあったが、実施内容に関する満足度は概ね高く、「参加して良かった、次回の開催を期待している。」という感想が寄せられた。 今回及び過去のワークショップで利用した資料を総合情報基盤センターのWebサイトに掲載している。 
